






























然存在割合は， 94.93%， 0.76%， 4.29%， 
0.02%である.硫黄安定同位体比は，次式で定義
される S値を用いて，国際標準物質(鉄質慣石
Canon Diablo troilite :略して CDT)の同位体比に
対する各試料の同位体比の千分率偏差(単位:
先。)で示される.
























































































d''SCDT 1直(忠。) M34S制問機化物値(%0)出) JE:i1塩分淡皮(見。) 現場関(mV)出
¥¥ 30 103 
27.2 48.2 32 -252 
-14.1 35.1 326 
-4.2 淡水起源 -182 
-5.4 26.4 O 90 
一7.0 28.0 O -162 
…7.2 28.2 2 31 
11. 3 32.3 4 26 
…9.8 30.8 12 -177 
12.4 33.4 16 123 
12.6 33.6 19 -36 
-7.5 28.5 32 
15.3 36.3 106 
18.6 39.6 33 191 








• • 0.0 ……~… 六角川河口
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y之 0.3314x+ 27.95 
想関係数:r口 0.69







































































































深度 (m) J:jtf立環境 地!穏区分 硫酸塩態硫黄 硫化物態硫繋
政黄合長(出) 内閣億(~) 続黄含量(拡) o"s閉館(為)
3.70-3.75 内i紛争;)j郎常 0.08 -11.1 0.44 -13.7 
3.80…4.01 0.07 -12.5 0.40 …14.4 
6.60-6.65 内i湾詩vrド"rfi= 有明粘土層 0.13 十11.8 0.87 2.6 
9.55-9.65 0.13 +5.2 0.85 -10.8 
12.85…12.90 内i湾浅i好奇? 0.09 -4.9 0.80 19.1 
18.50-18.55 
塩性j泉地(汽水) 蓬j也!関下部 0.57 
十2.4
19.65-19.70 1. 75 十1.5
32.10-32.20 内i新幹j問子日: 高木瀬腐 1.18 -15.2 
54.15-54.20 0.53 1.9 
56.45-56.50 
内向朝下帯(海水) JI刻!欝
0.48 15. 7 
1)硫酸塩態硫焚と硫化物慾硫裁問{立体組成の加霊平均悠
表-3 白石地域の試錐試料中の還元製硫黄含量および硫賛安定j言H立体組成
採取地点 深度(m) 1役務環境 地f関区分 硫黄合長(96) 3針S印す{直(露。)
A地点:
2.6-2.7 塩性湿地(汽水) 蓮池層上部 0.66 …9.6 
4.4-4.5 内湾i事l間干す 有明粘土層 0.88 十0.8(新聞J)
7.2-7.3 主長性i接地(汽水) 蓮池!翠下音~ 0.63 -7.8 
3.5-3.6 内湾i羽間千f 0.89 +0.5 




18.6-18.7 内湾i朝間千if 0.71 +5.3 
2.3-2.4 
内i湾沖VH湾帯 0.83 -18.6 




C地点 13.5-13.7 内湾浅i1iJ:'Mj: 0.75 -21.6 
(築切) 17.7-17.8 内i湾潮下存者 0.59 -11.1 
23.1-23.2 内陸i朝間帯 0.55 十3.5
26.5-26.6 塩性湿地(汽水) 蓮池!議ド昔日 検出されず

































































採取地点 深度 (m) 地!欝区分 既往の堆積環境の推定誌の 硫黄同位体総成からみた土佐積環境の推定 O"SCDT値(%0)出)
2.6-2.7 蓮池!霞上部 塩性湿地(汽水) 半開放的環境 -9.6 
A地点(新町) 4.4…4.5 有明粘土!爵 内湾i朝間帝 半開鎖的環境 +0.8 
7.2-7.3 蓮池層下部 塩性湿地(汽水) 学協放的環境 -7.8 





13.4-13.5 開放的環境 …21. 5 








13.5-13.7 内湾浅海帯 開放的環境 -21.6 
C地点(築切)
17.7-17曹8 内i湾潮下積 11.1 
23.1-23.2 内陸i朝j間帯 半閉鎖的環境 十3.5
26.5…26.6 蓮池1認下部 湿地(汽水) 海水の彩響を受けない





6.60-6.65 有明粘土層 内i毒i朝下帝 半開放的環境 一O.7 
9.55…9.65 半開放的環境 8.7 
逮之江





































































0.88%， B地点(大井)試錐ではO.71 %~O. 89%， 
C地点(築切)試錐ではO.55% ~O. 85%，遠之江






d34S 値は， A地点(新町)試錐では+0.8%0，B 







δ鈴S値は， B地点(大井)試錐の深度:18. 6~ 18.7 
m (d34S値口十5.3%0) とC地点(築切)試錐の




























































































~0.88%，具地点(大井)試錐: O. 71 ~O. 89%， 
C地点(築切)試錐:O. 55~0. 85%，遠之江試
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